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八ードディスク交換手順 


※本書では 「TeraStation PROj を 「 TeraStationj と表記していまず。 


TeraStation 内蔵の八ードデイスクが K 障ずると 


TeraS ね tion 内蔵の八ードディスクが故障ずると、 ERROR ランプがホ色に点灯しまず。 

TeraStation の前面カバーをあけて、ステータスランプが赤色に点滅または点灯(または檔色点滅)している八ードディスクが 
故障していまず。ステータスランプが赤色に点灯した八ードディスクは、エラーが発生し自動的に八ードディスクの電源が 
OFF にされていまず。 

ステータスランプが赤色に点灯した八ードディスクは、 TeraStation の電源が ON の状態でも取り外して、新しい八ードディス 
ク(対応交換八ードディスク：雜社製 OP-HD シリーズ ) に交換ずることができまず。 


ステータスランプが赤色点巧していない八ードディスクは電源が ON の状態でずの 
で、絶対に抜かないでください。抜いた場合、データの消失および TeraS ね tion が 
故障ずる恐れがありまず。 

ステータスランプがホ色点滅(または檔色点滅)している八ードディスクは、まだ八一 
ドディスクの電源が ON の状態でず。 TeraS ね tion の設定画面で取り外し処理を行つ 
てから八ードディスクを交換してください。 

TeraStation 本体の電源が OFF の状態のときは、八ードディスクの電源も OFF になつてい 
まず(交換できまず)。 

本体の電源が ON の状態で八ードディスクを抜き差しずることを「ホットスワップ J 
と呼んでいまず。 


スペアディスクに設定した八ードディスクのステータスランプは緑色に点灯していま 
ずが、電源が OFF となっていまず。取り外しても問題ありません。 

設定画面で取り外し処理を行った八ードディスクを、 TeraS ね tion から取り外ずと、 
ステータスランプは緑色に点灯しまず。 

RMM(RAID Mode Manager ) 機能にて RAID 1へ変更中にデータを残ずように指定 
した八ードディスクが故障ずると、正常に起動できないことがありまず。このような 
ときは、 RMM 機能でデータを残ずよラ指定した八ードディスクと追加した八ードディ 
スクを取り外した状態で TeraS ね tion を起動し、電源が ON の状態で取り外した八一 
ドディスクを取り付け、設定画面よりフォーマツトを行ってくださしバデータを復旧ず 
ることはできません)。 
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前面カパーをあけた図 


必ず八ードディスクを交換ずる前に TeraStation のファームウエアを最新版に更新してください 。 

最新版のファームウエアは下記ホームページよりダウンロードずることができまず。更新手順については、ホームページをご参照ください。 

パツフアローダウンロードサービス http://buffaloJp/download/driver/ 


八ードディスクの交換手)頃例 


imm - TeraS ね tion は精密な機器でず。落としたり衝撃を与えたりしないよう慎重に作業を行ってください。 
• TeraS ね tion を落としてけがずることがないよう慎重に作業を行ってください。 

- TeraS ね tion 内部の金属部分で手をけがしないよう慎重に作業を行ってください。 

. 八ードディスクを交換ずる場合は、本書で指示されていない部分は絶対に分解しないでください。 
TeraS ね tion の分解によって生じた故障や破損は、弊社の保証対象外となりまずので、あらかじめ 
ご了承ください。 

•静電気による破損を防ぐため、身近な金属（ドアノブやアルミサッシなど)に手を触れて、身体の静 
電気を取り除いてください。 

. 八ードディスクの交換には、別売の弊社製八ードディスク OP - HD シリーズ胁障した八ードディス 
クと同容量)に交換ください。 

•八ードディスクの交換後、 RAID の再構築をずると、ファイルの読み書き、および TeraS ね tion の設 
定画面が操作できるよラになるまで30分程度の時間がかかることがありまず。 


ずでに他の TeraStation / LinkStation や〕ンピューター等で使用したことがある八ードディ 
スクと交換しないでください。交換した場合、本製品のデータを破損•消失ずる恐れがあり 
まず。本製品対応の交換用八ードディスクは 「0 P - HD シリーズ J でず。 

八ードディスクの順番を入れ替えないでください。順番を変更した場合、本製品のデータを 
破損-消失ずる恐れがありまず。 

例）1番上にある八ードディスクを抜き出し、2番目にある八ードディスクと差し替えるなど。 
八ードディスクを取り付けたにもかかわらず、液晶ディスプレイの表示が変わらないときは、 
設定画面で[ディスクの再認識]をクリックし、 RAID 再構築やフォーマットなどの処理をして 
ください。 

本紙に記載している 「 Diskxj の X は八ードディスク番号、 「 ARRAYxj の x は RAID アレイの番号 
を表していまず。 


出荷時設定 ( RAID アレイ障害発生時のシャツトダウン設定：行わない/冗長性がある RAID モード)の場合 

冗長性がある RAID モードとは、八ードディスクに障害が発生した際にデータ復旧できる仕組みを持っている RAID モード ( RAID 1/5/6など)のことでず。 
ここでは、 TeraStation 本体の電源が ON のが態で八ードディスクを交換ずる例を説明していまず。故障した八ードディスクの交換手順は次のとおりでず。 


■ TeraStation のファームウェアを最新版に更新しまず。 

最新版のファームウェアは下記ホームページよりダウンロードずることがで 
きまず。更新手順については、ホームページをご参照ください。 

パツファロー ダウン ロー ドサービス 

http://buffaloJp/download/driver/ 

《 TeraStation のファームウェアのバージョン番号は、前面の液晶ディスプレイに表 
示されまず。表示されていないときは、液晶ディスプレイ横のディスプレイ切替ボ 
タンを表示されるまで押してください。またファームウェアのバージョン番号は、 
NAS Navigator 2 画面や、 TeraStation の設定画面でも表示されていまず。 



. ステータスランプが赤色に点打している 
八ードデイスクカートリツジのつまみを左 
方向に押しながら手前へ引きまず。 


ステータスランプが赤色に点丹していない八ード 
ディスクは電源が ON になっていまず。巧かない 
でください。データの消失、 TeraStation が故 
障するおそれがありまず。 



力ートリツジごと八ードデイスクを 
手前に引き出し、取り外しまず。 



■ 



別売のカートリツジ付八ードデイスク 
0 P - HD シリーズを手順4で取り外した 
トレーに差し込みまず。 


つまみを開いた状態 
で差し込みまず。 


■ カチンと音がずるまでつまみを押さえまず。 


,交換した八ードディスクが認識される 
と、ステータスランプは赤色に点滅(また 
は穫色点滅)し、 TeraStation 前面のディ 
スプレイには 「Press FuncSW 131 



つまみ 


New Disk X ready 」 と表示されまず。 


前面のファンクションボタンを3秒間押し続けまず(ピッと音が 
鳴りまず)。自動で RAID の再構築が実行されまず。 


新たに取り付けた 0 P - HD シリーズのデータは消去されまず。 


《 TeraStation 前面のディスプレイに 「RAID 118 ARRA 丫 x Rebuildingj と表示 
されるまで5分程度かかりまず。 


が上で八ードディスクの交換は完了でず。 


>>ラら面もお読みください 




















八ードディスクの交換手 I 噴例 


RAID アレイ障害発生時のシャツトダウン設定：行ラ/冗長性がある RAID モードの場合 

ここでは、 TeraStation 本体の電源が OFF の状態で八ードディスクを交換ずる例を説明していまず。故障した八ードディスクの交換手順は次のとおりでず。 


,八ードディスクを交換ずる前に TeraStation のファームウエアを最新版 
に更新しまず。 

■ 付属の鍵で前面カバーを開きまず。 

ステータスランプが赤色に点打している八ードディスクカートリッジ 
■ のつまみを左方向に押しながら手前へ引きまず。 

■ カートリッジごと八ードディスクを手前に引き出し、取り外しまず。 

■ 別売の力ートリッジ付八ードデイスク OP - HD シリーズを取り付けまず。 


■ TeraStation の電源ボタンを押して TeraStation の電源を ON にしまず。 

,交換した八ードディスクが認識されると、ステータスランプは赤色点滅(または稽 
色点滅）し、 TeraStation 前面のディスプレイには 「Press FuncSW 131 New 
Diskx readyj と表示されまず。 

, TeraS ね tion 前面のファンクシヨンボタンを3秒間押し続けまず(ピッと音が鳴りま 
ず)。自動で RAID の再構築が実行されまず。 

《TeraStation 前面のディスプレイに 「RAID 118 ARRA 丫 x Rebuildingj と表示されるま 
で5分程度かかります。 


新たに取り付けた OP - HD シリーズのデータは消去まれまず。 


※つまみがカチンと音がするまで八ードディスクカートリツジを差し込みまず。 が上で八ードディスクの交換は完了です。 


RAID 0. 通常モードの場合 

RAID 0モードまたは、通常モードでの場合、内蔵八ードディスクの電源は故障が発生しても内蔵八ードディスクの電源は自動で OFF になりません。ステータスラン 
プは赤色点灯ではなく、赤色点滅(または樓色点滅)していまず。 TeraS ね tion の設定画面から取り外し処理を行ってから八ードディスクの交換を行ってください 
( TeraStation 本体の電源を ON のまま八ードディスクを交換ずることができまず)。 

ここでは、 TeraStation 本体の電源が ON のが態で八ードディスクを交換ずる例を説明していまず。故障した八ードディスクの交換手順は次のとおりでず。 

■ TeraStation の設定画面で[システム]-[ディスク]をクリツクしまず。 ■ 別売の力ートリツジ付八ードディスク 0 P - HD シリーズを取り付けまず。 

※つまみがカチンと音がずるまで八ードディスクカートリツジを差し込みまず。 


① ステータス ランプが赤色点滅 
(または檔色点滅)している 
八ードディスクを選択しま 
ず。 

② [ディスクの取り外し]をク 
リックしまず。 

■ ステータスランプが赤色点滅(または稽色点滅)から赤色点丹に変わりまず。 


■ 付属の鍵で前面カバーを開きまず。 


ステータスランプが赤色に点打している八ードディスクカートリツジの 
つまみを左方向に押しながら手前へ引きまず。 


ステータスランプが赤色に点灯していない八ードディスクは電源が ON に 
なっていまず。抜かないでください。データの消失、 TeraStation が故 
障ずるおそれがありまず。 


■ カートリッジごと八ードディスクを手前に引き出し、取り外しまず。 


ホツトスペアによるエラーディスクを交換ずる場合 


■ RAID 0の場合 

交換した八ードディスクが認識されると、ステータスランプは赤色点滅(または檔 
色点滅)し、 TeraStation 前面のディスプレイには 「Set From Web 132 New 
Diskx readyj と表示されまず。 

TeraS ね tion の設定画面[システム]-[ディスク]- [ RAID アレイ]で構築していた 
RA にアレイをクリックし、 [ RAID アレイ削除]をクリックしてください。 
[システム]-[ディスク]-[ディスク]で交換した八ードディスクを選択し、[ディスク 
フォーマット]をクリックし、フォーマットしてください。フォーマット後に[シス 
テム]-[ディスク]- [ RAID アレイ]で RAID モードの設定をしてください。 

《RAID 0で八ードディスクが故障した場合、 RAID アレイ内の全てのデータを失いまず。 

通常モードの場合 

交換した八ードディスクが認識されると、ステータスランプは赤色点滅(または穫 
色点滅）し、 TeraStation 前面のディスプレイには 「Press FuncSW 131 New 
Diskx readyj と表示されまず。 

TeraStation 前面のファンクションボタンを3秒間押し続けまず(ピッと音が鳴り 
まず)。自動でフォーマットが行われ、通常ディスクとして使用可能な状態になり 
まず。 


新たに取り付けた 0 P - HD シリーズのデータは消去まれまず。 


が上で八ードディスクの交換は完了でず。 

※内蔵八ードディスクを取り外すと共有フォルダーの情報(アクセス制限等)が全て消去されます。 




■I [デイスクフオーマツ！' I デ’ 


ディスク 

(• ディスク 1) 

A 与ィ巧2 


ホットスペアによるスペアディスク(予備ディスク）を設定していた場合、八ードディスクにエラーが発生ずると自動的にスペアディスクと故障八ードディスクが置き換 
えられ、 RAID を再構築しまず。再構築が開始されると、エラーになった八ードディスクのステータスランプがホ色に点なしたままになりまず。 

ここでは、 TeraStation 本体の電源が ON のが態で八ードディスクを交換ずる例を説明していまず。故障した八ードディスクの交換手順は次のとおりでず。 


. 付属の鍵で前面カバーを開きまず。 


ステータスランプが赤色に点丹している八ードディスクカートリツジ 
■ のつまみを左方向に押しながら手前へ引きまず。 


ステータスランプが赤色に点巧していない八ードディスクは電源が ON に 
なっていまず。抜かないでください。データの消失、 TeraStation が故 
障ずるおそれがありまず。 


■ カートリッジごと八ードディスクを手前に引き出し、取り外しまず。 

. 別売のカートリッジ付八ード ディスク 0 P - HD シリーズを取り付けまず。 
※つまみがカチンと音がずるまで八ードディスクカートリッジを差し込みまず。 


,交換した八ードディスクが認識されると、ステータスランプは赤色点滅(または穫 
色点滅）し、 TeraStation 前面のディスプレイには 「Press FuncSW 131 New 
Diskx readyj と表示されまず。 

, T eraStation 前面のファンクションボタンを3秒間押し続けまず(ピッと音が鳴りま 
ず)。自動で交換した八ードディスクがスペアディスクとして登録されまず。 

※交換した八ードディスクをスペアディスクではなく、通常ディスクとして使用したいとき 
は、 TeraS ね tion の設定画面[システム]-[ディスクト [RAID アレイ]で構築していた RAID ア 
レイをクリックし、追加したディスクを選択して[通常ディスクに設定]をクリックしてく 
ださい。 


新たに取り付けた 0 P - HD シリーズのデータは消去まれまず。 


が上で八ードディスクの交換は完了でず。 


故障していない(ステータスランプが赤色点丹/点滅、または樓色点滅していない)八ードディスクの交換について 

故障していない八ードディスクの交換はしないでください(メディアカートリッジ機能設定時を除く）。 

やむをえず故障していない八ードディスクを新品の八ードディスクに交換ずる場合、上記 「RAID0、 通常モードの場合 J と同様に TeraS ね tion の設定画面で取り外し処理を行い、ステータスランプ 
が赤色点灯になったのを確認してから八ードディスクを交換してください。 

冗長性がある RAID モードで使用していたときは RAID アレイの再構築、 RAID 0で使用していたときは RAID アレイの削除、通常モードで使用していたときはディスクのフォーマットを行ってください。 

※通常モードでお使いの場合、この操作を行うとそのディスクのデータは全て削除されまず。また、ディスクのフォーマットを行うまで TeraStation で使用ずることはできなくなりまず。 

《RAID 0モードの場合、この操作を行うと、そのディスクを含む RAID アレイのデータは全て失いまず。また、ディスクのフォーマットを行うまで TeraS ね tion で使用ずることはできなくなりまず。 
※冗長性がある RAID モードの場合、この操作を行うとそのディスクを含む RAID アレイはデグレード状態になりまず。また、 RAID アレイの再構築を行うまで TeraS ね tion で使用ずることはできなく 
なりまず。 

※同時に複数台のディスクの取り外しを行うと、冗長性がある RAID モードでも RAID アレイのデータを全て失うことがありまず。複数台のディスクを交換したい場合でも1台ずつ交換してください。 


















